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　映画「すべては君に逢えたから」
2013年11月22日（金） 
全国ロードショー

クリスマスだからこそ、大切な人に想いを伝えたい－
幸せを願う男女の６つのストーリーが交錯する、
この冬最高にロマンティックな東京駅発のラブストー
リー！
　年代も境遇も性格も、バラエティに富んだ10人の
中に、きっとあなた自身も見るかるはず。

出演：玉木宏／木村文乃・東出昌大／時任三郎ほか
監督：本木克英（映画「おかえりはやぶさ」など）
脚本：橋部敦子（ドラマ「僕の生きる道」など）
制作プロダクション：白組
特別協力：ＪＲ東日本
配給：ワーナー・ブラザース映画
映画公式サイト　http://kiminiaeta-movie.jp/

名取市「ゆりあげ港朝市」が映画ロケ地に！ 
みやぎ・しろいしフィルムコミッションが誘致・支援

　みやぎ・しろいしフィルムコミッション（ＦＣ）は、平
成24年４月の発足以来、映画やドラマなどの撮影誘致・
支援を行い、映像を通して、全国にまちのシティープロ
モーションを行っています。これまでに映画やドラマの
撮影誘致３件に成功。その活動の成果が除々に芽を出し
始めています。
　誘致第１弾は、映画「100回泣くこと」（廣
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監督）。
平成24年８月～９月、撮影隊が白石・仙台ロケのため宮
城県を訪れ、白石市内の市営住宅など３カ所で撮影が行
われました。また平成25年２月には、公立刈田綜合病院
でフジテレビ系ドラマ「女医・倉石祥子～死の研究室」、
７月には、名取市閖上の「ゆりあげ港朝市」会場で、11
月22日公開の映画「すべては君に逢えたから」（本
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監督）の撮影がそれぞれ行われました。しろいしＦＣは
ロケ地の提案から各種許認可に関する協力や、エキスト

ラの手配、宿泊場所の情報提供など、撮影全般にわたっ
て支援。映画やドラマだけでなく、これまでに20件以上
のテレビ番組の撮影支援も手掛けました。
　しろいしＦＣの小
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さんは、「今回の東京
駅100周年記念映画『すべては君に逢えたから』は、
『100回泣くこと』に続く映画撮影誘致・支援となる作品。
東京＝仙台の新幹線遠距離恋愛の物語の中での設定で、
震災復興に頑張っている場所をとの本木監督の意向によ
り、仙南地域の復興の現状に目を向けて欲しいと、「ゆ
りあげ港朝市」を提案し、ロケ撮影場所となりました。
閖上地区、そして宮城の復興の現状をあらためて知って
いただく機会になったのではないかと思います」と話
し、「今後は白石市の地名が映画の本編に登場する作品
の撮影・誘致が実現するよう頑張っていきたいと思いま
す」と、これからの抱負を話してくれました。
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地元企業の社員が環境の大切さを伝える
白石第二小学校で環境出前教室

　二酸化炭素排出
量を日本と世界各
国で比較し、二酸
化炭素が地球環境
にもたらす影響な
どを学習。地球温
暖化についてのク
イズでは、児童た

ちは積極的に手を挙げていました。児童たちは、「難し
いことをクイズで学べたのでおもしろかったです」「地
球が温暖化していることにビックリしました」と話して
いました。

　９月19日、白石市と蔵王町の企業でつくる「白石蔵王
エコフォーラム」が環境保全活動の一環として、白石第
二小学校５年生101人を対象に、環境をテーマに出前教
育同校で行いました。この日は、Ａ、Ｂ２つのグループ

　酸性雨の仕組
み、酸性雨が動植
物や人体に与える
影響を学習。同校
で採取した雨水が
酸性かアルカリ性
かをリトマス試験
紙を使って実験し

ました。児童たちは、「酸性雨が何かを分かりませんで
したが、有害であることが分かりました」「雨水の実験
がとても分かりやすかったです」などと真剣な表情で話
していました。

　普段、何気なく
使っている電気！
ハンドル式の発電
機で電気を起こ
し、パネルに付い
ている５Ｗの電球
を光らせ、電気が
作られていること

を体験。児童たちは、「電気を作るのがおもしろかった
です」「自分で５Ｗ発電することが大変だということが
分かり、節電しようと思いました」と話していました。
また、体験後は、家庭内の電化製品で、電力使用量の多
いものは何かなどをクイズ形式で楽しく学びました。

　１日に日本で出
るごみの量や、そ
の行き先、ごみの
処理方法、分別・
リサイクルなどを
学んだ後、実際に
身の回りのものを
可燃ゴミ・不燃ゴ

ミなどに分別しました。学校給食での食べ残りもごみに
なることを知った児童たち。「給食を残すと大変だとい
うことが分かりました」「日本の家庭ごみの量が他国と
比べてどうなのかを知りたいと思いました」と、ごみ問
題に対して関心を寄せる児童もいました。

　ISO14001取得企業であるNECインフロンティア東北
（株）、NECトーキン（株）白石事業所、セコム工業（株）、
ソニーセミコンダクタ（株）、トーカドエナジー（株）、
（株）ニチレイフーズ白石工場、（株）宮城ニコンプレシジ
ョン（五十音順）の７社で構成。平成12年に白石蔵王エコ
フォーラムを結成し、地域との環境交流を積極的に実施
されています。

に分かれ、地球温暖化についての講義と環境についての
体験学習が行われました。
　体験学習では、３つの班に分かれ、ごみの分別や発電
などを楽しく学びました。

　平成15年からは、“行政との環境コラボレーション”を
キャッチフレーズに、行政主催のイベントにも数多く参
加されています。
　また、将来を担う子どもたちが、環境問題に関心を持
って取り組むための手助けになればと、地元の小学校を
訪問し、「環境出前教育」（体験型学習）を行われていま
す。

発電体験

蔵王エコフォーラムとは？

ごみの分別体験

酸性雨（雨水の酸性・アルカリ性）実験地球温暖化
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